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テーマ

学士課程教育の質的転換に向けた課題と

ICT活用を含む改革方策

開催趣旨

文部科学省は､平成20年度以降中央教育審議会において累次の答申を公表し､新たな未来を

築くための大学教育の質的転換に向けて､現状の問題点及び課題等の提言を通じて各大学に自

主的な改革を要請してきた｡また､本年3月31日には､高大接続システム改革会議 ｢最終報告｣

を公表し､高等学校教育と大学教育の接続に伴う大学入学者選抜の一体的な改革への取り組み

を呼びかけている｡

これに対し大学では､それぞれの教育理念を実現するために､大半の大学においてディプロ

マ ･ポリシー(学位授与の方針)､カリキュラム ･ポリシー (教育課程編成 .実施の方針)､アド

ミッション･ポリシー(入学者受入の方針)の三つのポリシーを設定し､カリキュラム編成の工

夫､シラバスの充実､能動的学修 (アクティブ･ラーニング)の導入､学修時間の増力ロ･確保､

学修行動の把握と分析､学修成果の評価と可視化など全学的な教学マネジメントの取り組みを

進めているが､三つのポリシーと実際の教育活動との整合性､関係性が意識されていないもの

も多いことなどが指摘されている｡

このような背景から､文部科学省は三つのポリシーに基づく教育の質的転換を目指して､各

大学に三つのポリシーを一貫性あるものとして策定し公表するものとされ､27年度末に学校教

育法施行規則を改正し､29年4月1日の施行とした｡その上で三つのポリシーの策定及び運用

のガイドラインを参考に､各大学に29年3月までにそれらの策定と見直し等の取り組みが完了

することを義務づけている｡

とりわけ､ディプロマ ･ポリシーとカリキュラム ･ポリシーの一体性を進めるべく､教育課

程の編成と教員一人ひとりに理解を促して教育を実施し､点検 ･評価 ･改善していくことが求

められている｡これまで教員が中心となって編成していた教育課程から､学士力を育成する組

織的 .体系的な学位プログラム中心の教育課程への転操が焦眉となっており､学長を中心とし

たリーダシップの下で､入学から卒業までの学位プログラムを構築 ･展開する全学的な教学マ

ネジメントの確立が急がれている｡

そこで､本会議では､各大学の教育理念を実現する三つのポリシーの策定と効果的な運用に

ついて認識を共有した上で､教学マネジメントにおけるPDCAサイクルによる内部質保証等の

取り組み事例を通じて､学士課程教育の質的転換に向けた課題と】CT活用を含む改革方策を探

求することにした｡



プログラム

13:00 開会式

13:15 講演 1

14:15 講演2

15:00 休 憩

15:20 全体討議

会長挨拶 向 殿 政 男 氏 (明治大学顧問)

会場校挨拶 三 木 義 一 氏 (青山学院大学学長)

｢ディプロマ ･カリキュラム･アドミッションの三つのポリシー

をどのように策定し､改革を実質化していくのか｣

講 師:演 名 篤氏 (文部科学省中央教育審議会委員､
関西国際大学長､学校法人漬名学院理事長)

中央教育審議会大学分科会で作成した三つのポリシーの ｢策定及び運用のカイド

ライン｣の例示を受けて､教育の質的転換をとのように実質化していけばよいのか､

制度改正の背景､三ポリシーの見直しの留意点と､実際の取り組み事例について紹

介いただきます.

｢教員中心の授業科目編成から学位プログラム中心の授業科目

編成への転換を目指している教学マネジメントの試み｣

講 師:ビデオ講演 梅 濯 修氏 (横浜国立大学副学長)
補足説明 曽 根 健 吾氏 (横浜国立大学大学教育

総合センター教員)

三ポリシーのガイドラインを参考に学位プロクラム中心の教育課程に生かすべくポ

リシー改訂の準備を進めているO学修成果の可視化､教育課程の体系化､組織的教育

の確立などの教学マネジメントを進めてきたが十分でない｡次の段階として､教員組

織内で授業科目の可視化を通じて授業内容 ･方法の調整 ･改塁ができるよう､全数職

員協働による教学マネジメント体制を考える中で学位プログラムへの転換を試みてい

る現状を紹介いただきます｡

｢学士課程教育の質的転換に向けた課題とICT活用を含む改

革方策を考える｣

【話題提供】
※ ｢シラバスによる教学マネジメントとIRによる修学指導

の取り組み｣

河 合 儀 昌氏 (金沢工業大学常任理事情報処理
サービスセンター所長)

※ ｢学修成果の可視化と学生 ･教員による相互評価の促進｣

望 月 雅 光氏 (創価大学教育･学習支援センター長)

【質疑 ･意見交換】 (座長:向殿会長､宮川副会長､
横浜国立大学曽根氏､金沢工業大学河合氏､
創価大学望月氏)

17:10 関連情報提供 ｢lCTによる分野横断型フォーラム授業の構想｣

｢学修ポートフォリオ情報の活用対策と教職員の関わり方｣

｢平成27年度教育への情報化投資の実態｣
｢サイバー標的型攻撃に備えるための情報セキュリティ対策｣

など
18:00 懇親会

19:00 閉 会

本協会挨拶

会場校挨拶 田 中 正 郎 氏 (青山学院大学副学長)



『参加資格 ･対象

カロ盟大学 ･短期大学の理事長､学長､理事､副学長 (学長補佐)､学部長､教務部長 ･

教務主任(教員限定)､短期大学学科長のご本人とします｡ご本人が出席されない代理者だ

けによる参カロはできません｡なお､ご本人出席に伴う随員は､3名まで参加が可能です｡

■参加費

1名 16,000円 (税込) ※随員も1名分の参加費が必要です｡

■申込方法

別紙申込用紙にて法人又は大学単位で一括して7月27日までに郵送又はFAXして下さい｡

参加矧ま法人又は大学単位でまとめ､下記宛に8月1日までに振り込み下さい｡

<振込先>りそな銀行 市ヶ谷支店 普通預金 0054409

シジョウキョウ

名義人 私情協

なお､7月30日までのキャンセルについては参カロ費を返還しますが､それ以降は賃料代

(郵送費含)､返金振込手数料を請求させていただきますので､あらかじめ了承下さい｡

■会場所在地及び交通

･東京都渋谷区渋谷4-4-25 電話 :03-3400-3427

･JR､東急緑､京王井の頭線､東京メトD副都心線 ｢渋谷駅｣より徒歩10分

･東京メトロ (銀座線 ･千代田線 ･半蔵門線) ｢表参道駅｣より徒歩5分

※別紙地図をご覧下さい

1送付先 ･問い合わせ

公益社団法人 私立大学情報教育協会

〒102-0073 東京都千代田区九段北4-1-14九段北TLビル4隔

TEL:03-3261-2798 FAX:03-3261-5473 info@juce.JP



会場案内図 青山学院大学青山キャンパス 

 

理事長・学長等会議： 青山キャンパス １７号館６階 本多記念国際会議場 

懇親会      ： アイビーホール青学会館３階 ナルド 

 

東京都渋谷区渋谷 4-4-25 TEL: 03-3400-3427 

 ■ＪＲ、東急線、京王井の頭線、東京メトロ副都心線「渋谷駅」より徒歩１０分 

 ■東京メトロ（銀座線・千代田線・半蔵門線）「表参道駅」より徒歩５分 

 

 

 

正門

理事長・学長等会議 

１７号館６階 本多記念国際会議場 

懇親会 

アイビーホール青学会館３階 ナルド 
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